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経営基盤

高次の品質No.1経営 ・ コーポレート・ガバナンス

マテリアリティ

たんぱく質の
安定調達・供給

食の多様化と
健康への対応

食やスポーツを
通じた地域・社会
との共創共栄

従業員の成長と
多様性の尊重

持続可能な
地球環境への貢献

ニッポンハムグループ「5つのマテリアリティ」

世界的な人口増や気候変動などに伴い、たんぱく質の供給難が予測されていま
す。ニッポンハムグループはたんぱく質の安定調達と供給を目指します。これま
での品質に対する安全・安心への取り組みに加え、サプライチェーンにおける環境
や人権・動物福祉などの社会側面を配慮しつつ、多様なたんぱく質への取り組みを
推進します。

たんぱく質の
安定調達・供給

ライフスタイルなどの変化に伴い、食においても多様な対応が求められています。
さまざまなニーズに合わせた商品の開発とサービスの提供により、楽しく健やか
なくらしに貢献します。

食の多様化と
健康への対応

ニッポンハムグループでは「従業員が真の幸せと生き甲斐を求める場」となること
を目指しています。
一人ひとりを尊重し、それぞれが持てる力を発揮・活躍できる環境づくりを推進
します。

従業員の成長と
多様性の尊重

気候変動や食品ロス、海洋プラスチックなど地球環境を取り巻くさまざまな課
題があります。
ニッポンハムグループの事業は自然からの恵みをいただくことで成り立っており、
バリューチェーンを通じて温室効果ガスや食品ロス、プラスチックなどの課題解
決に向けての取り組みを推進します。

持続可能な
地球環境への貢献

ニッポンハムグループは「良き企業市民」として食やスポーツなどを通じたつなが
りを深め、ともに歩み・発展することで愛され信頼される企業を目指します。食やスポーツを通じた

地域・社会との共創共栄

5つのマテリアリティ

ニッポンハムグループは、企業理念の実現を追求するうえでのマイルストーンとして、2021年3月に「Vision2030」を策定しました。

これは、2030年における「ありたい姿」を描いたもので、これまでの提供価値である「安全・安心」「おいしさ」に加え、常識にとらわれない自由な発想でたんぱく質の可能性を広げ、

社会環境や人々のライフスタイルの変化に対応する多様な食シーンを創出し、毎日の幸せな食生活を支え続けたいという想いを込めています。

このビジョンの策定を機に、従来の「5つの重要課題」を見直し、「Vision2030」の実現に向けて優先的に解決すべき社会課題を「5つのマテリアリティ（重要課題）」として再特定しました。
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STEP 3 STEP 4

検討体制
　全事業本部とコーポレート部門の13部署の代表者からなるES（環境・社会）部会を2020年

に発足させ、同年5月から、マテリアリティ特定に対しての検討を開始しました。ES部会で検討し

た結果はサステナビリティ委員会で報告され、全取締役の間で検討を繰り返し、2021年2月、中期

経営計画2023と連動させて特定しました。あわせて施策と指標についても検討しました。

GRI、ISO26000、SASB、SDGsなどを参考にしながら、評価対象となる社会課題を233項目

抽出。そこから2回のスクリーニングを実施し、36項目まで絞り込みました。

STEP1で抽出した36項目について、お客様、お取引先、株主・投資家、従業員へのアンケートと、

社外有識者・当社役員へのヒアリングを実施しました。

マテリアリティの検討プロセス
　マテリアリティの特定にあたっては、国際的な動向やイニシアティブなどの社会からの要請、

ニッポンハムグループを取り巻く事業環境を踏まえつつ、ステークホルダーの視点と自社視点

の両面から評価・検討を行いました。

STEP 2
2020年8～11月

STEP 3
2020年11月

STEP 4

2020年11月～
2021年5月

アンケート対象者

STEP 1
2020年5～7月

STEP 2 STEP 3 STEP 4STEP 1 ：社会課題の把握・整理・抽出
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STEP 2STEP 1 ：重要性の評価

お客様   ● 奥様重役会※会員（20名）
   ● 一般消費者（300名）

お取引先   ● お取引先（7社7名）

株主・投資家   ● 株主・アナリスト（6社6名）

有識者   ● 有識者（11名）

NGO   ● NGO（１団体2名）

グループ内   ● 取締役（8名）
   ● 監査役（5名）
   ● 執行役員（2名）
   ● グループ会社役職員（22名）
   ● グループ従業員（49名）

ヒアリング対象者

社外   ● 有識者（8名）
   ● NGO（１団体2名）

グループ内   ● 取締役（8名）
   ● 監査役（5名）
   ● 執行役員（2名）
   ● 労働組合役員代表（1名）
   ● 北海道日本ハムファイターズ（1名）

社会課題の把握・
整理・抽出

重要性の評価
～アンケート、ヒアリングによる
ステークホルダーの意見集約～

妥当性評価　
～ステークホルダー・ダイアログの実施～

マテリアリティの特定と
施策・指標の設定

～アンケート、ヒアリングによる
    ステークホルダーの意見集約～

（注） 1. ヒアリング当時の役職を記載しています。
 2. 取締役と監査役には社外取締役・社外監査役を含みます。

※ 当社独自のモニター制度

ES部会、サステナビリティ委員会についてはP.20をご覧ください。
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01FOCUS
特 集 ニッポンハムグループ「5つのマテリアリティ（重要課題）」

社外有識者ヒアリングでの意見 36項目のマッピング

アンケートおよびヒアリングでの意見を踏まえ、36項目を「ステークホルダーにとっての重要度」と「ニッポンハムグループにとっての重要度」を軸にマッピングし、マテリアリティ案を設定しました。

● 自分の仕事とSDGsをつなげることで、自分がどのように
社会に貢献しているかを理解し、モチベーションアップに
つなげてほしい

● 外国人技能実習生の問題を含む人権への対応は喫緊の課題。
バリューチェーンでターゲットを明確にする必要がある

● 短期的なリターンを長期的な収益に統合するような思考
回路／展望を持つことを経営層に期待　

● 同業他社とは異なる、ニッポンハムグループらしさが重要。
たんぱく質にフォーカスしたことは評価できる

● 食物アレルギーへの対応のような「強み」は、時間がか
かっても粘り強く訴求を続けた方がよい

● 気候変動対応は今後ますます期待が高まるだろう
● 今後、財務、非財務の統合は加速する。中長期的に企業
価値を向上させるためのストーリーが大切

● 心身ともに健全な状態を指す“ウェルビーイング”が国内
外でキーワードになっている

● 優秀人財の獲得と定着率の向上は喫緊の課題。若年世代
がジェンダー平等や多様性を重視していることを踏まえ
た手立てが必要

● ニッポンハムグループのESGと本業をつなぐキーワード
は女性。購買決定者の多くが女性であるため、事業にお
いても女性の活躍が期待される

● 多様なたんぱく質への対応は今後グローバル市場でニッ
ポンハムグループを成功させる大きな一手

● グローバルでの加工肉の健康に対する影響への配慮は、
ますます必要となるだろう

● 気候変動はもはや危機。バリューチェーンで対応を
● SDGsのゴールとターゲットの明記が必要

STEP 2 STEP 3 STEP 4STEP 1 ：重要性の評価

有馬 利男 氏
一般社団法人グローバル・コンパクト・
ネットワーク・ジャパン
代表理事

経営者の視点

吉高 まり 氏
三菱UFJリサーチ＆
コンサルティング株式会社

ESG投資家の視点

大崎 麻子 氏
NPO法人Gender Action Platform 理事
内閣府男女共同参画会議専門委員

ジェンダー平等／グローバルの視点

ピーター･D･ピーダーセン 氏
大学院大学至善館教授
NPO法人NELIS代表理事

グローバルの視点

● 高齢者でも無理なく、おいしく食べ
ることのできる商品の開発・提供

● サプライチェーン全体での水使用
量の削減

● ステークホルダーとのコミュニ
ケーションを行う仕組みづくり

● お取引先への公平・公正な対応
● 適切なリスクマネジメントによる
レジリエントな体制の整備

● 適正・適切な広告宣伝

● 副産物（家畜の骨や皮、排せつ物
など）を無駄にせず活用する取り
組み

● アニマルウェルフェアへの配慮
● 固有の食文化へ対応
● 生物多様性への取り組み
● 消費者に社会・環境への配慮を
働きかける活動

● 食育などの取り組みを通じて食べ
る喜び・食文化の普及や啓発

● 健康に貢献する商品の開発・提供
● 食物アレルギーへの対応（バリュー
チェーン全体での取り組み）

● 新しく農場や工場を設立する際の
環境配慮

● キャンペーンなどで収集したお客様
の個人情報の管理

● 科学的知見に基づいた、誰にとっ
ても安全・安心な商品の提供

● サプライチェーン全体での温室
効果ガスの削減(気候変動への
対応)

● バリューチェーン全体で食品ロス
削減の取り組み

● プラスチックの削減等、環境に配
慮した商品の開発

● 多様性を尊重し、能力が発揮でき
る職場づくり

● 持続可能なたんぱく質供給体制
の構築

● 多様化する食シーン・ニーズへ向
けた新たな価値創造

● 従業員が生き生きと活躍し、チャ
レンジできる風土と仕組みづくり

● 従業員が安心して働ける職場づ
くりと心身の健康維持

● 従業員の仕事と生活のバランス
がとれた職場づくり

● 国内食肉産業の持続的成長
● 従業員の人権が尊重される仕組
みづくり

● サプライチェーンにおける人権・
労働慣行などへの適切な対応要
請

● サプライチェーン全体でのエネル
ギー（電気や燃料）使用量の削減

● 地域社会との共生
● 食と運動を通じた健康増進への
取り組み

● 従業員の能力を伸ばすための仕
組みづくり

● コーポレート・ガバナンスの強化

ニッポンハムグループにとっての重要度 高

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
度

高

～アンケート、ヒアリングによるステークホルダーの意見集約～

経営の基盤
● コンプライアンス ● DXやAIなどの革新技術の積極的な導入
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ステークホルダー・ダイアログの概要とおもな意見

STEP2で作成したマテリアリティ案について、2020年11月に社外有識者と当社役員による

ステークホルダー・ダイアログを実施。ダイアログでの妥当性評価と意見交換を踏まえ「5つ

のマテリアリティ」案を特定しました。

2020年11月のサステナビリティ委員会、2021年2月のガバナンス会議事前審議を経て、2021年

2月の取締役会にて、「５つのマテリアリティ」を最終確定しました。その後、マテリアリティを

達成するための施策・指標を検討し、決定しました。

STEP 2 STEP 3 STEP 4STEP 1 ：妥当性評価 ：マテリアリティの特定と施策・指標の設定

参加者

おもな意見

01FOCUS
特 集 ニッポンハムグループ「5つのマテリアリティ（重要課題）」

「たんぱく質の安定調達･供給」について
● 生物多様性の視点から見ると、①餌になる穀物の環境負荷、②アニマルウェルフェア（動物福祉）、
③代替肉、が世界的な課題であり、マテリアリティの中に組み込めるとよい

「食の多様化と健康への対応」について
● 「食物アレルギー対応」などニッポンハムグループの特色が出ている取り組みを行うことはよい

「持続可能な地球環境への貢献」について
● バリューチェーン全体を考えてリスクと機会をセットで開示すべき。
● CO2、水、サプライチェーン（どこから買ってきているのかというトレース）は特に重要視されて
いるリスクである

「食やスポーツを通じた地域･社会との共創共栄」について
● 野球の人気は根強く、プロ野球球団を持っていることをしっかりと事業に活かしてほしい

「従業員の成長と多様性の尊重」について
● 事業本部横断のコミュニケーションや、仕事とSDGsをしっかり結び付けてほしい

ビジョン・マテリアリティ浸透活動
「Vision2030」の達成に向けて、「5つのマテリアリティ」の各

施策を実行していくのは従業員一人ひとりであるとの考えから、

従業員への浸透活動を推進しています。

ビジョンとマテリアリティを「自分ごと」として考える手引きとな

るビジョンブックを作成し、国内会社の全従業員に配布して

います。またこのビジョンブックを用いて、各事業所の従業員

に対してビジョン、マテリアリティを浸透させるキャラバンを

開催。経営企画部、サステナビリティ部が主体となり、対面と

リモートを合わせて107回※実施しました。

さらに、社長の畑が各事業所を訪れ、ビジョンやマテリアリティに対する想い、考えについて従業

員と直接意見交換するタウンミーティングを17回※開催しました。

ビジョンブック

日本ハム食品（株）関東プラントでのタウンミーティングリモートでキャラバンを開催

～ステークホルダー・ダイアログの実施～

※ 2021年9月現在

（注） 所属および役職などは、開催日のものです。

一般社団法人グローバル・コンパクト・
ネットワーク・ジャパン代表理事 有馬 利男 氏
三菱UFJリサーチ＆
コンサルティング株式会社

株式会社クレアン 代表取締役
● ファシリテーター

吉高 まり 氏

薗田 綾子 氏

日本ハム株式会社 代表取締役社長 畑　 佳秀

日本ハム株式会社 取締役 宮階 定憲

日本ハム株式会社 社外取締役 河野 康子

TOPICS
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経営企画本部長メッセージ

　昨今、事業活動を通じた環境・社会課題への貢献は、企業の持続的経営に必須の要件となっています。今回のマテリアリティ特定
では、当社グループの強みを活かして優先的に取り組むべき課題を定め、進むべき方向性を明確にしました。
　そして新たなマテリアリティが従来のものと異なるのは、経営戦略との結び付きが強まり、マテリアリティ一つひとつについて施策
と指標を設定した点です。具体的な行動の結果を、目に見える形にしていきたいと考えています。また、これらの施策を実行して
いくのは、それぞれの拠点であり、従業員一人ひとりです。従業員が主体的に取り組むには、マテリアリティの重要性や、私たちが
提供する価値についてしっかりと理解し、納得することが不可欠だと感じています。グループ全体へのマテリアリティ浸透に向け
て啓発していくことが私の役目でもあります。
　サステナブルな経営の視点を持ちながら事業の拡大を追求する―これを本当に当たり前のこととして進めていく企業になる
と確信しています。

経営戦略と社会課題解決を結び付け、従業員一人ひとりの社会への価値提供を推進します。

施策・指標の設定
各マテリアリティについて、それぞれ取り組みの方針と施策・指標を策定しました。これらの取り組みをステークホルダーの皆様と対話を重ねながら推進していきます。

マテリアリティ SDGs 社会課題 方針 施策・指標

たんぱく質の
安定調達・供給

● 生きる力となるたんぱく質の摂取量向上（国内）
● 家畜の疾病対策
● CSR調達の推進（2030年度までに重要な一次サプライヤーへの方針周知とSAQ※実施率100％、 
重要な二次サプライヤーへの方針周知とSAQ実施）

● サプライヤーへの人権デュー・デリジェンスの実施
● アニマルウェルフェアに配慮した取り組みの推進
● スマート畜産などの新たな技術の開発と活用

● 植物由来のたんぱく質商品の拡充拡販（2030年度 出荷金額100憶円）
● 代替肉の技術開発の取り組み

● 第三者認証の取得推進（FSSC22000、SQF、BRC、JFSなど）
● 専門技術認定をはじめ研修を通じた人財育成

生きる力となるたんぱく質を安定的にお届けし、人々の健康
と身体づくりに貢献します。調達については持続可能なサプ
ライチェーンの維持安定に向けて関係するステークホル
ダーと協働するとともに、畜産事業の課題解決に貢献するよ
うに努めます。

食品安全に関する第三者認証の取得推進および、従業員に
対する食品安全に関する研修などを実施し、安全で安心な
商品をお届けするための取り組みを推進します。

ライフスタイルの変化などに対応し、植物由来のたんぱく質
商品の拡充拡販および新たな代替たんぱく質の探求を推進
します。

たんぱく質の
安定調達・供給

たんぱく質の
選択肢の拡大

食の安全・安心

※ SAQ（Self-Assessment Questionnaire）:自己評価シート

前田 文男取締役 常務執行役員 経営企画本部長（サステナビリティ担当）
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01FOCUS
特 集 ニッポンハムグループ「5つのマテリアリティ（重要課題）」

マテリアリティ SDGs 社会課題 方針 施策・指標

食の多様化と
健康への対応

● 食物アレルギー関連商品の拡充および啓発（2030年度 出荷金額40憶円）
● 食物アレルギーに関する研究や情報発信

● 認知機能を改善する新たな素材の研究と商品化（2026年度までに年間300万食相当を供給）
● 健康に寄与する商品の開発
● 健康寿命の延伸についての情報発信

● 多様な文化・宗教などに対応した商品の開発、販売の実施

食物アレルギーの有症者やそのご家族に寄り添い、食事を中
心とした商品・サービスの拡充によるQOL向上に取り組んで
いきます。

様々な文化や価値観に対応した商品をお届けし、多様な食生
活に貢献します。

おいしさを兼ね備えた、健康に寄与する商品の開発を進め、「食
べる喜び」と健やかなくらしに貢献します。また、産官学連携で健
康寿命の延伸について研究を推進し、情報を発信していきます。

食物アレルギー
対応

健康増進

食の多様化

持続可能な
地球環境への
貢献

食やスポーツを
通じた地域・社会
との共創共栄

従業員の成長と
多様性の尊重

● 2030年度までに化石燃料由来のCO2排出量46％以上削減（2013年度比）※
● 家畜由来の温室効果ガスを抑制、削減をするための研究、技術開発の推進

● 2030年度までに水使用量5％削減（2019年度比：製造数量当たりの原単位）※
● 2030年度までに廃棄物排出量5％削減（2019年度比：製造数量当たりの原単位）※
● 2030年度までに廃棄物排出量リサイクル率92%以上※
● 環境配慮型資材（再生素材やバイオマス素材など）の使用や包装資材などの使用量削減
● 水リスクの高い地域の特定、地域の実態の調査と課題への対応
● 製造から販売、物流で発生する食品ロス削減の推進

● 2030年度までにRSPO認証パーム油使用率100％（ブックアンドクレーム含む）
● 持続可能な水産資源の認証品の取り扱い品目増（MSC／ASC)
● 森林保全活動の推進

気候変動への対応策を検討し、温室効果ガス排出の抑制・削
減に取り組み、環境負荷の低減に貢献します。また、社内外の
連携を図り、研究・技術開発を推進します。

持続可能な資源の調達を推進し、生物多様性の保全に貢献し
ます。パーム油は認証品へ切り替え、水産資源は認証品の取
り扱い品目の拡大に努めます。

大切な資源である水の使用量削減と、事業拠点における廃棄
物排出量の削減に取り組むとともに、資源循環への取り組みを
推進し、環境負荷の低減に貢献します。
また、水リスクへの対応や食品ロスの削減に努めます。

気候変動への
対応

省資源・
資源循環

生物多様性の
対応

● 仕事に対するやり甲斐の支援　　●  挑戦できる組織風土の醸成
● 教育研修による専門性やマネジメント力の向上　　●  公正な評価と処遇への取り組み
● 異動と配置による適所適材の推進　　●  キャリア自律の支援

人財マネジメント戦略を推進し、従業員の働き甲斐向上に取り
組みます。

従業員の
働き甲斐向上

● 女性活躍の推進　●  育児・介護・障がい者など、支援の取り組み推進　●  総労働時間の削減
● 多様な働き方の推進　●  健康管理体制の更なる強化　●  労働災害撲滅に向けての更なる推進　
● 人権方針の教育・人権デュー・デリジェンス体制の構築

多様な人財の活躍推進による価値創造性とワークスタイル改
革による労働生産性の向上、健康・安全経営の推進と労働関
連法などの遵守に取り組みます。

多様性の尊重

● スポーツを通じた地域共創の活動の推進（北海道新球場、スポーツ・食育教室など）
● 文化的活動を含めた地域貢献活動の推進（地域イベントへの協力や清掃活動など）
● 食を通じた社会福祉活動の推進（フードバンクや子ども食堂への食材の提供など）
● 食育などを通じた次世代育成の支援（出前授業、キャリア教育支援など）

スポーツを通じた地域社会との共創や、地域の文化的活動、食を
通じた社会福祉の活動、食育をはじめとする次世代の育成支援を
通じ、地域社会の発展に貢献します。また、事業を展開する地域
での地域社会との対話を大切にし、課題解決に努めます。

地域社会の
発展

※ 中長期環境目標については国内における目標
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